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論文内容の要旨
〔目的〕
ウイルスによって transform した細胞の表面に、そのウイルスに特異な表面抗原が現われることが、
移植免疫、補体結合反応、 colony 限止法、固定及び未固定蛍光抗体法などによって認められている。
この研究の目的は、免疫血球吸着現象、未固定蛍光抗体法により、腫蕩性及び非腫蕩性ボックスウイ
ルス感染細胞における表面抗原を追求することにある。
〔方法〕
1) ウイルス:腫蕩性ポックスウイルスとして、 Shope 線維腫ウイルス (SFV)OA株、非腫蕩性
ポックスウイルスとして、牛痘ウイルス (C P V) L B r e d ( C P V R) , 50, 51 , 58 及び Amste­
rdam株、エクトロメリアウイルス (MP V) Hampstead 株、ワクシニアウイルス (Vac V) 池田
及びEM株、痘そうウイルス (Var V) Harvey 株を用いた。何れも宿主細胞としてFL株細胞
を用い、 moi 約 1 ~10で感染させた。 SFVの感染実験には一部 RKl 細胞を用いた。
2) 抗体の作製: CPVR及びSFV OAで家兎を免疫して得られた 2種類の抗ウイルス血清を
用いた。補体結合反応による抗体価は、それぞれ X 1024, X 512，であった。
3) ，免疫赤血球吸着現象 (1 HAd) : Milgrom ら (1964) の方法を用いた。羊血球を抗羊赤血球家兎血
清、抗家兎 γ-globulin 山羊血清で処理し、 complete indicator cell (C 1 C) とした。抗原を求め
る細胞は、感染後、実験の目的に応じて適時採取し、よく j創産後上述の何れかの血清で3tC 、 45
分処理後直ちに、制礎し、 CIC を加えて室温 1 時間放置後、よく振遅し顕微鏡下で観察し結果を判
定した。
4) 蛍光抗体法 (FA T) :家兎抗ウイルス血清 γ-globulin に、川村らの方法によって fluorescein-
isothiocyana te を結合させたものを用いた。感染細胞は、目的により、アセトン固定後、蛍光抗
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体液で 3アC1 時間染色した (f -F A T)。又未固定標本については、十分i制廃後、直ちに蛍光抗
体液を加え、 3tC45分染色した (nf-FA T)o 
5) 代謝阻害剤: cytosine arabinoside (C A) は10μg/ml ， 5' -2' -fluorodeoxyuridine (FudR) 
は10-5 M ， actinomycin S (AM) は 5μ g/ml ， 又 puromycin (P M) は20μ g/ml の濃度でそれぞ
れ用いた。
〔成績〕
(A) 細胞表面抗原性の出現
CPVR感染FL細胞の標本を経時的に取り出し、抗CPVR血清を用いて、 IHAd及び、nf-FA 
T でしらべると、感染後 2 時間より、何れも陽性を呈する細胞を認めた。即ち IHAdでは、血球は
細胞表面に塊状をなして吸着しており、 nf干 AT では、細胞表面に一致して環状又は、半環状の蛍光
として認められた。 SFV感染FL細胞又はRK1 細胞では、感染後10時間後より、 IHAd及び nf-F 
AT で陽性を示す細胞が出現した。 IHAd陽性標本を固定後 Giemsa 染色で観察すると、少くとも封
入体含有細胞は、何れも IHAd陽性を呈した。
(B) ボックスウイルス感染細胞表面抗原 (C S A) の交又性
抗CPVR抗体を用いた場合、株を異にする C P V 50, 51, 58及び Amsterdam 株感染細胞、同一
亜群に属するVac V 及び Var V感染細胞では、 CPVR感染細胞の場合と同様、 CSA は陽性であ
った。然し亜群を異にする SFV 感染細胞では弱陽性であった。抗SFV抗体を用いた場合には、 CP
VR感染細胞のCSA との反応性は、微弱で、あった。
(C) C S A の出現に及ぼす各代謝阻害剤の影響
CPVR-FL細胞系についてしらべた。 DNA合成阻害剤である FudR 及びCA存在下の感染実
験では、ウイルスDNA合成は全く認められないが、 CSA は、 IHAd ， nf-FAT の何れの方法で
も陽性であり、影響は認められなかった。 AMは、感染前又は感染後 1 時間目迄に作用させたもので
は、 CSA陰性であり 1 時間以降作用させると陽性となった。 PMは、感染後 3 時間目迄に作用させ
た場合には、 CSA 陰性であり、 3 時間以降作用させた場合に陽性となった。即ちCSA は、ウイル
スの初期情報により発現することがわかった。
CPVR感染細胞には、 CPVR の赤血球凝集素 (H A) による鶏赤血球吸着現象 (HAd) が認めら
れるが、 CA存在下の感染実験では、 HAd陰性であり、又、 SFV感染細胞では、薬剤の有無に無関
係に陰性であった。
〔総括〕
腫場性及び非腫痩性ボックスウイルス感染細胞に、未固定蛍光抗体法及び免疫赤血球吸着現象によ
り、ウイルス特異的な細胞表面抗原 (C S A) を見出した。抗CPVR血清は、 CPVR感染細胞のC
SA と反応するだけでなく、同一亜群に属する Vac V , MPV及び Var V感染細胞の CSA とも
交又反応を示す。然しCPV のCSA と SFV のCSA との交又は微弱である。このCSA は、ウイ
ルスDNA合成と関係なく出現し、ウイルス感染後 1 時間迄に合成されたRNA を介して、 3 時間迄
に合成された蛋白質と考えられる。 CSA とボックスウイルスの既知抗原との関係は、今後の課題で
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あるが、少くとも、 HA とは異るものと考える n
輪文の審査結果の要旨
腫蕩性及び非腫蕩性ボックスウイルスとして、それぞれショープ線維腫ウイルスと牛痘ウイルスを
用い、これらのウイルス感染細胞にウイルス特異的細胞表面抗原が出現することを、未固定蛍光抗体
法及び、免疫血球吸着現象により見出した。又、その抗原がウイルスの初期情報として形成される蛋
白質であることなどを示した。これらの研究は、ウイルス増殖機構、特に初期情報を解明する上に重
要なものであり、又、ウイルスの感染防御機構との関連においても現在多くの注目を得ており、優れ
た論文であると考える。
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